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わ が ま ち ト ピ ッ ク ス

■「広報あしや」配布に関する問い合わせ　芦屋市シルバー人材センター（フリーダイヤル ☎0120-408-812）　※広報あしやは、集会所等市内公共施設でも配架しています。

　

今
は
多
く
の
人
が
イ
ヤ
リ
ン
グ
や

ピ
ア
ス
で
お
し
ゃ
れ
を
し
て
い
ま
す

が
、日
本
の
歴
史
を
振
り
返
る
と
、耳

に
ア
ク
セ
サ
リ
ー
を
つ
け
る
習
慣
が

あ
っ
た
時
代
は
、縄
文
時
代（
今
か
ら

２
５
０
０
年
以
上
前
）と
、古
墳
時

代
中
期
か
ら
飛
鳥
時
代（
５
～
７
世

紀
）、そ
し
て
現
在
を
含
む
明
治
時
代

以
降
に
限
ら
れ
ま
す
。こ
の
う
ち
、縄

文
時
代
の
耳
飾
り
は
石
や
土
で
、古

墳
時
代
の
も
の
は
金
や
銀
、銅
で
作

ら
れ
て
い
ま
し
た
。特
に
古
墳
時
代

の
耳
飾
り
は
、考
古
学
の
専
門
用
語

で「
耳じ

か
ん環
」と
呼
ば
れ
て
い
ま
す
。

　

市
内
で
こ
れ
ま
で
に
実
施
し
た
発

掘
調
査
で
は
、八や

そ
づ
か

十
塚
古
墳
群（
六
麓

荘
町
・
岩
園
町
・
朝
日
ケ
丘
町
）や
城

山
・
三
条
古
墳
群（
山
芦
屋
町
・
三
条

町
）か
ら
、古
墳
時
代
後
期
か
ら
飛
鳥

時
代（
６
～
７
世
紀
）の
耳
環
が
50
個

近
く
出
土
し
て
い
ま
す
。こ
れ
ら
は

古
墳
の
被
葬
者
が
耳
に
つ
け
て
い
た

も
の
で
す
。耳
環
の
基
本
的
な
形
は

ド
ー
ナ
ツ
を
思
わ
せ
る
円
形
で
、一
カ

所
が
途
切
れ
て
お
り
、耳
た
ぶ
を
挟

む
か
、あ
る
い
は
耳
た
ぶ
に
穴
を
あ

け
て
ピ
ア
ス
の
よ
う
に
つ
け
て
い
た

と
考
え
ら
れ
ま
す
。 

　

こ
れ
ら
の
耳
環
を
観
察
す
る
と
、

当
時
の
様
々
な
工
芸
技
術
が
わ
か
り

ま
す
。最
も
多
い
の
は
、銅
の
棒
に
銀

の
と
て
も
薄
い
板
を
巻
き
つ
け
て
、

そ
の
上
に
金
メ
ッ
キ
を
施
し
た
も
の

で
す
。ま
た
、金
箔
を
貼
っ
た
も
の
も

あ
り
ま
す
。大
振
り
の
も
の
は
、銅
の

棒
で
は
な
く
銅
管
を
使
っ
て
い
て
、

金
メ
ッ
キ
で
仕
上
げ
て
い
ま
す
。そ

の
よ
う
な
中
、市
内
で
唯
一
、八
十
塚

古
墳
群
朝
日
ケ
丘
支
群
第
２
号
墳
の

６
世
紀
の
も
の
は
純
金
の
棒
を
曲
げ

て
作
ら
れ
て
い
ま
し
た
。い
ず
れ
も

と
て
も
細
か
く
仕
上
げ
ら
れ
て
お

り
、当
時
の
工
芸
技
術
の
高
さ
に
驚

か
さ
れ
ま
す
。

　

こ
れ
ら
の
耳
環
は
小
さ
な
古
墳
か

ら
も
数
多
く
出
土
し
て
い
る
こ
と
か

ら
、当
時
、豪
族
だ
け
で
は
な
く
地
域

の
有
力
者
も
耳
環
を
つ
け
る
こ
と
が

で
き
た
よ
う
で
す
。ち
な
み
に
、耳
環

を
つ
け
て
い
た
の
は
、基
本
的
に
男

性
だ
っ
た
と
考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

今
回
紹
介
し
た
市
内
出
土
の
耳
環

は
、現
在
、西
宮
市
立
郷
土
資
料
館
で

開
催
中
の
特
別
展「
八
十
塚
古
墳
群

の
時
代
」展
で
展
示
さ
れ
て
い
ま
す
。

（
平
成
30
年
８
月
26
日〔
日
〕ま
で
）

今
か
ら
約
１
４
０
０
年
前
（
古
墳
時
代
後
期
）

市
内
の
古
墳
か
ら
出
土
し
た

　
　
　
　
　
　
　
　
イ
ヤ
リ
ン
グ

問い合わせ　生涯学習課　☎38-2115

市
内
の
古
墳
か
ら
出
土
し
た
耳
環

芦屋タイムトラベル

 公民館講座「芦屋の街かどウオッチング」
石造文化財をめぐる～石に刻まれた芦屋の歴史～

■日時　10月６日（土）午後２時　
　　　　（午後１時30分開場）
■場所　市民センター音楽室
■曲目　クラヴサン曲集・第３組曲より（ラモー）、
　ヴァイオリンとチェンバロのためのソナタハ
　短調BWV1017(バッハ）、２声のためのカノン
　（テレマン）ほか
■定員　120人　
　※応募多数の場合は抽選・市民優先。
■費用　500円
■申し込み　はがきかファクスに、音楽会名・氏
　名・住所・電話番号・参加人数（１人または２　
　人）を記入し、９月19日（水）〈必着〉で下記へ

古楽が聴こえる風景
公民館音楽会　ルネサンス・バロックの器楽曲特集

好評につき再び！
■日時　〈全２回〉
　①９月20日（木）午前９時30分・市民センター 203室集合　　
　②９月27日（木）午前９時30分・阪急芦屋川駅前集合
■内容　①石造文化財について（講演）・旧打出村の石造文化財を見学
　　　　②旧芦屋・三条・津知村の石造文化財を見学
■定員　25人　■費用　200円

横山知彦（バロック・
ヴァイオリン）

中出悦子
（チェンバロ）

中 西 歩（ ヴ ィ オ ラ・
ダ・ガンバ）

問い合わせ
公民館　☎35-0700 /穐31-4998(〒659-0068 業平町8-24)

　旧宮塚町住宅を今年度改修します。リニューアル後の施設での活動を一
緒に考えましょう。

市民ワークショップ参加者募集
旧宮塚町住宅の活用

公民館音楽会

講師・ナビゲーター　
森山由香里（生涯学習課）

■申し込み　講座名・住所・氏名・電話番
　号記入の上、はがきかファクスで９月
　３日（月）〈必着〉で下記へ。
　※応募多数の場合は抽選・市民優先。
　※各回ごとのお申し込みは出来ません。
　※昨年と同じ内容です。

楽しく文化を
学びましょう！

街かどウォッチング　芦屋

■日時&内容　９月～ 12月＜全６回＞
　午後１時～３時または午後７時～９時（どちらか一方の参加）
■定員　15人程度
■対象　18才以上の下記のいずれかにあてはまる人
　♦市内で起業・開業を予定している人・新たな活動をしてみたい人
　♦コミュニティビジネスを含め、新たに社会貢献的活動を行いたい人・市内
　　を中心に市民活動を行っている人　
■申し込み　８月15日～９月14日に、氏名・住所・生年月日・性別・電話番号・
　Ｅメールアドレスを記入し、志望動機や今後取り組みたいこと等を、A ４用
　紙１枚にまとめ、Ｅメール・ファクス・持参のいずれかで下記へ　

芦屋市　宮塚町住宅　男女共同参画
問い合わせ・申し込み　男女共同参画推進課　
☎38-2518/穐38-2175/悪danjokyoudou@city.ashiya.lg.jp（〒659-0065 公光町5-8）

旧宮塚町住宅見学会
石造りのレトロな建物

　約70年前に建った旧市営住宅
を、市民の意見を取り入れながら
改修します。まずは見学会にお越
しください。

■日時　９月８日（土）午後５時～
■場所　宮塚町11-24　旧宮塚町住宅
■内容　見学会・トークセッション（山崎亮氏・山中市長）・交流会
■定員　25人　
■申し込み　８月15日（水）から氏名・住所・連絡先（様式自由）を記入し、Ｅメール・　
　ファクス・持参のいずれかで左記へ

旧宮塚町住宅

問い合わせ　
公民館　☎35-0700/穐31-4998(〒659-0068 業平町8-24)


